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はじめに
LTC®3577/LTC3577-1は携帯機器のパワーマネージメン
トの多数の機能を1個のICに集積化し、ハンドヘルド機器の
複雑さ、コストおよび基板面積を減らします。主な機能には以
下のものが含まれます。 

• メモリ、I/O、PLL、CODEC、DSPまたはタッチスクリーン・コ
ントローラに給電する5個の電圧レギュレータ

• バッテリ・チャージャおよびPowerPath™マネージャ

• LCDディスプレイ、キーパッド、ボタンなどのバックライト用
LEDドライバ

• オン/オフ・ボタンのデバウンス、電源シーケンシング、さらに
マイクロコントローラが応答しないときユーザーがハードリ
セットを強制することを可能にするプッシュボタン制御

これらの機能を組み合わせることにより、LTC3577/
LTC3577-1は単に必要なICの個数を減らすだけではあり
ません。機能的相互運用性の問題を解決し、そうでなければ
分離されていた機能を連携動作させて最終製品の性能を改
善します。たとえば、電源入力がUSBの場合、制限された入
力電流を電源出力とバッテリ・チャージャの間で合理的に分配
します。

LTC3577/LTC3577-1は他の重要な機能も提供します。
それらには、瞬時オン動作を備えたPowerPathコントロー
ル、過酷な環境で動作するデバイスの入力過電圧保護、ス
イッチング電源の調整可能なスルーレートなどが含まれ、EMI
を減らしながら効率を最適化することが可能になります。
LTC3577-1はバッテリのサイクル寿命を改善するため4.1V
フロート電圧と追加の高温安全マージンを特長にしており、
LTC3577は最大バッテリ動作時間のために標準的4.2Vの
バッテリ・フロート電圧を与えます。

プッシュボタン・コントローラ
LTC3577/LTC3577-1の内蔵プッシュボタン制御回路は
プッシュボタンのデバウンスを不要にし、パワーアップ・シーケ
ンス機能を備えています。PB状態出力がプッシュボタンが押
されると表示するので、マイクロプロセッサが動作を変えたり、

パワーダウン・シーケンスを開始することができます。プッシュ
ボタンを5秒間押し下げると、ハードリセットが生じます。ハード
リセットは3個の降圧、2個のLDOおよびLEDドライバをシャッ
トダウンするので、マイクロプロセッサがもはや応答しないと
き、ユーザーがデバイスをパワーダウンすることができます。

バッテリ、USB、ACアダプタおよび高電圧入力源
LTC3577/LTC3577-1は2つの電源入力およびリチウムイ
オン/ポリマー・バッテリからの電力の分配を管理するように
設計されています。VBUS入力は、USBアプリケーションでは
100mAまたは500mAを、もっと高電力のアプリケーションで
は1Aを供給するように設計された、選択可能な入力電流制
限を備えています。

L、LT、LTC、LTM、Linear Technology、リニアのロゴ、Burst Modeおよび
μModuleはリニアテクノロジー社の登録商標です。 
PowerPathはリニアテクノロジー社の商標です。他の全ての商標はそれぞれの所
有者に所有権があります。

図1．LTC3577/LTC3577-1を使用した 
携帯機器の電力分配のブロック図
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LTC3577/LTC3577-1のLED昇圧ドライバは、それを使っ
て最多10個の直列白色LEDを最大25mAでドライブする
ことができます。または定電圧昇圧コンバータとして構成設
定することができます。LEDドライバとして、電流は6ビット、
60dBの対数DACによって制御され、内部PWM制御によっ
てさらに減少させることができます。LED電流は4つの異なっ
たレートのどれかで滑らかにランプアップおよびランプダウ
ンします。過電圧保護はオープン回路が発生したとき内部
パワートランジスタへのダメージを防ぎます。代わりに、LED
昇圧ドライバは定電圧昇圧として構成設定することができ、
36Vで最大0.75Wを供給します。

多くの回路がオペアンプや他のアナログ・デバイスをバイア
スするために両極性電圧を必要とします。図2に示されてい
るような単純なチャージポンプを昇圧コンバータのスイッチ・
ノードに追加して両極性電源を与えることができます。反転
チャージポンプ回路の2個のダイオード電圧降下を補償し、
最良のクロス・レギュレーションを与えるため、2個の順方向ダ
イオードが使われています。クロス・レギュレーションが重要で
はない回路、または負側の負荷が比較的軽い回路では、昇圧
回路に1個の順方向ダイオードを使うと最良の効率が得られ
ます。

図2．両極性昇圧コンバータ
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外部で制御されるFETを介して5V電源など高電力電圧源
を接続することができます。バッテリ・チャージャの最適効率を
得るため、電圧制御（VC）ピンを使って、LT3480、LT3563、
LT3505などの高電圧降圧の出力を、バッテリよりわずか上
の電圧に安定化することができます。

LTC3577/LTC3577-1のシステム・ブロック図を図1に示し
ます。過電圧保護回路が、高電圧サージに対して一方または
両方の入力電源を保護することを可能にします。他の電源を
利用できないとき、またはVBUSの入力電流制限を超えたと
き、LTC3577/LTC3577-1は4.2V/4.1Vリチウムイオン/
ポリマー・バッテリから電力を供給することができます。

バッテリ・チャージャ
LTC3577/LTC3577-1バッテリ・チャージャは、VBUSまた
はACアダプタが利用可能なとき、それを介して最大1.5Aの
充電電流を供給することができます。チャージャは自動再充
電およびトリクル充電の機能も備えています。バッテリの充
電/充電停止の状態、およびNTCの状態はI2Cバスを介して
読み出すことができます。リチウムイオン/ポリマー・バッテリ
は高温で満充電のとき急速に容量を失うので、LTC3577/
LTC3577-1はバッテリの温度が上がるとバッテリの電圧を
下げて、バッテリの寿命を延ばし、安全性を改善します。

3個の降圧、2個のLDOおよび昇圧/LEDドライバ
LTC3577/LTC3577-1は抵抗で調節可能な5個の降圧レ
ギュレータを内蔵しています。それぞれ最大500mAを供給で
きる2個の降圧、最大800mAを供給できる3番目の降圧、お
よびそれぞれ最大150mAを供給でき、I2Cインタフェースで
イネーブルされる2個のLDOレギュレータです。LDO電源の
個別入力は、効率を改善するためにそれらのレギュレータを
低電圧降圧レギュレータの出力に接続することを可能にしま
す。全レギュレータが（0.8Vまで調節可能な）低電圧動作が
可能です。

3個の降圧レギュレータは、プッシュボタン・コントローラまた
は静的入力ピンを介して、パワーアップ時にシーケンスを制
御されます（VOUT1、VOUT2、次いでVOUT3）。各降圧は、効
率を最適化するためBurst Mode®で動作させるか、または
軽負荷での出力リップルを下げるためパルス・スキップ・モード
で動作させるか個別に選択することができます。I2Cインタ
フェースを介して設定された、特許を取得したスイッチング・
スルーレート制御機能により、効率と引き換えにEMIノイズを
減らすことができます。

まとめ
LTC3577/LTC3577-1は高度に集積化されているので、
部品数、必要な基板面積および全体のコストを減らし、多数
の複雑な電力フローのロジックや制御の問題を解決すること
により設計を大幅に簡素化します。


